
平成™›年˜—月™š日 火曜日 第œ ˜˜号官 報

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

向
山
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
平
成
十
九
年
国

土
交
通
省
告
示
第
六
百
四
十
四
号
で
指
定
し
た
同
号

五
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

三
重
県
尾
鷲
市

桂
ヶ
丘

一
九
〇
〇
番
一
七

一
号

一
九
〇
〇
番
一
八

八
号

南
浦
字
向
ヱ
山

一
九
一
〇
番
一

二
号
か
ら
四

号

一
九
〇
一
番

五
号

一
九
〇
〇
番
一
〇
九

六
号

一
九
〇
〇
番
一
〇
六

七
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
九
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
株

式
会
社
守
山
工
場

滋
賀
県
守
山
市
阿
村
町
4
5番

地
内
燃
機
関
（
シ
リ
ン
ダ
の
径

が
4
5
0ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
に
限
る
。）

平
成
2
4年

1
0月

1
4日
か
ら

平
成
2
9年

1
0月

1
3日
ま
で

〃
〃

軸
系
の
変
速
装
置

〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

大
洋
電
機
株
式
会
社
岐

阜
工
場

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
如
月

町
1
8番
地

発
電
機
（
定
格
出
力
が
交
流

3
0
0
0
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ

ア
、
直
流

8
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
下
の
も
の
に
限
る
。）

平
成
2
4年

1
0月

1
4日
か
ら

平
成
2
9年

1
0月

1
3日
ま
で

〃
〃

電
動
機
（
定
格
出
力
が
1
5
0
0

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に

限
る
。）

〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

宮
谷
及
び
長
平
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
三
十

九
年
建
設
省
告
示
第
千
三
百
六
十
八
号
で
指
定
し
た

土
地
の
区
域
並
び
に
平
成
二
十
三
年
国
土
交
通
省
告

示
第
五
百
三
十
号
で
指
定
し
た
同
号
一
及
び
二
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

三
重
県
鳥
羽
市
桃
取
町

字
大
浦

五
五
九
番
一

一
号

五
六
一
番

二
号

五
七
二
番

三
号

五
一
四
番
三

十
一
号

五
五
八
番
一

十
二
号

字
高
地

五
一
三
番
三

四
号

五
一
八
番

十
号

字
宮
谷

四
七
四
番
一

五
号

四
二
一
番
一

六
号

四
〇
一
番
一

七
号

四
四
六
番
七

八
号

字
新
開

四
七
八
番
五

九
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
一
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
九
条
の
四
十
九

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
四
年
十
月
五
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染
防

止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｍ
`
2
7
6号

ビ
ル
ジ
用
濃
度
監

視
装
置

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｓ
`
2
0
0
0
フ
ェ
ロ
ー
工
業
株
式

会
社

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
六
丁

目
1
3番
６
号

〇
環
境
省
告
示
第
百
五
十
六
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の

産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

環
境
大
臣

長
浜

博
行

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

イ

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
富
山
環
境
整
備

ロ

住
所

富
山
県
富
山
市
婦
中
町
吉
谷
三
番
地
三

ハ

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

松
浦

英
樹

二

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
置
の
場
所

富
山
県
富
山
市
婦
中
町
吉
谷
字
殿
山
二
番
一
、
二
番
十
八
、
二
番
十
九
及
び
二
番
二
十
一
、
字
背
戸
山
十
番
四
、

十
番
五
、
十
一
番
一
、
十
一
番
二
、
十
一
番
八
、
十
一
番
九
、
十
一
番
十
及
び
十
二
番
一
並
び
に
字
大
谷
二
百
七
十

番
三

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
種
類

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
又
は
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
の
焼
却
施
設

四

無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

イ

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

\

電
気
機
器
又
は
Ｏ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
絶
縁
材
料
と
し
て
使
用
し
た
電
気
機
器
又
は
Ｏ

Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
を
除
く
。）に
使
用
さ
れ
た
絶
縁
油
で
あ
っ
て
、
微
量
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
に
よ
っ
て
汚
染
さ

れ
た
も
の
（
以
下
「
微
量
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
絶
縁
油
」
と
い
う
。）が
廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の

]

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
濃
度
が
廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以

下
の
も
の
（
\
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ロ

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

\

微
量
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
絶
縁
油
が
塗
布
さ
れ
、
染
み
込
み
、
付
着
し
、
又
は
封
入
さ
れ
た
も
の
が

廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の

]

汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維
く
ず
の
う
ち
、
当
該
汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維
く
ず
に
塗
布

さ
れ
、
又
は
染
み
込
ん
だ
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
量
が
汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維
く
ず
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
\
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
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